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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

一部の地域で収穫された玄米から放射性Csが検出され, 放射性Cs吸収を低減する技術開発が喫緊の課題となって

いる 。このため玄米で放射性Csが検出された原因究明を図るとともに, 次年度水稲作付のための対策を提案する。

(1)土壌中の放射性Cs濃度にかかわらず, カリウム追肥を行ったほ場では玄米中放射性Cs濃度が低下した(図1）。

(2)カリウムを追肥したほ場では交換性カリウム含量が高まり, 放射性Cs濃度が低下した(図2)。

２ 期待される効果

(1) カリウム追肥により玄米中放射性Cs濃度を低減できる。

３ 活用上の留意点

(1) 今回試験は交換性カリウムの少ない現地ほ場での結果である。。



Ⅱ 具体的データ等

図1 土壌中放射性Csと玄米中放射性Csの関係 図2 玄米中放射性Csと土壌の交換性カリウムの関係

Ⅲ その他

１ 執筆者

齋藤隆
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